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英国の取組みのまとめ

英国では、NHS傘下の購買供給庁が医療資材の発注、納

品、支払い業務の標準化共通化のために、製品コードの標
準化を強く推奨している。

また、 NHS傘下の医療関連施設に対して「自動化・機械化」
の導入利用をサポートしている。

感染症対策として 鋼製器具への２次元データマトリックスに
よるトレーサビリティ管理、資産管理がヨーロッパ諸国より先
行先進している。
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ドイツのコード化の現状

医療機器の標準コード
の義務化 な し

医療機器

ＧＳ1-128バーコード

機器メーカーの自主取組みによ
り、病院からの要求、輸出対応
があり、医療機器全体の40%～
50%に表示(中箱・外箱)

医薬品コードは独厚生
省により義務化

国内コードとして独自の
PZN(Pharma Zentral Number)7桁を

販売単位・使用単位に表示

卸売業・病院での利用 大手卸フェニックス社及び大学
病院ではＧＳ1-128、PZN、ＥＡＮ
バーコードによる物流管理あり

PZN 7桁

医療機器 ＧＳ1-128

医薬品 PZNコード

規制がなくても機器メーカー自主対応がある
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独デュッセルドルフ大学病院での在庫管理

携帯情報端末

PZN, GS1-128バーコードが混在
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フランスのコード化の現状

医療機器の標準コード
の義務化 な し

医療機器

ＧＳ1-128バーコード

機器メーカーの自主取組み、病
院からの要求、輸出対応により、
医療機器全体の40%～50%に
表示(中箱・外箱)

医薬品コードは仏厚生
省により義務化

国内コードとして独自のCIP(Code 

Identification Products)13桁を

販売単位・使用単位に表示

医療機関での利用

医療機器 ＧＳ1-128

医薬品 CIPコード

病院での医療機器ＧＳ1-128バーコード利用

報告はなし。鋼製器具へのデータマトリックス
レーザーマーキング事例はある。

規制がなくても機器メーカー自主対応がある


